
婦 人 服 製 造 業  

平 成 2 0 年 秋 以 降 の 世 界 的 な 景 気 悪 化 に 伴 う 、消 費 者

の 購 買 意 欲 の 低 下 等 か ら 、 婦 人 服 市 場 は 急 激 に 環 境 が

悪 化 し て い る 。 さ ら に こ の 冬 は 暖 冬 傾 向 で コ ー ト な ど

の 重 衣 料 が 不 調 と な っ て お り 、 春 物 の 出 足 も 鈍 い 。 一

方 で 、 消 費 者 の 低 価 格 志 向 が 強 ま る 中 で 、 取 引 先 の コ

ス ト 引 下 げ 要 求 が 厳 し く 、 業 績 が 悪 化 し て い る 企 業 が

増 え て い る 。  

 ま た 、 中 国 を 中 心 と す る 海 外 か ら の 輸 入 も 高 い レ ベ

ル で 増 加 し て お り 、 国 内 縫 製 業 界 は 一 層 厳 し い 状 況 と

な っ て い る 。  

 一 方 で 、 Ｓ Ｐ Ａ 的 展 開 や Ｗ Ｅ Ｂ 通 販 、 新 分 野 進 出 等

の 新 た な 取 組 に よ り 、業 績 を 向 上 し て い る 企 業 も あ り 、

新 た な ビ ジ ネ ス モ デ ル の 確 立 が 求 め ら れ て い る 。  

業 界 の 概 要  

婦 人 服 業 界 は 、 自 ら 製 品 を 企 画 、 生 産 し 、 小 売 店 等

に 卸 売 す る ア パ レ ル メ ー カ ー と 、 縫 製 等 の 加 工 の み を

請 け 負 う 下 請 縫 製 業 に 大 き く 分 け ら れ る 。 一 般 的 に 、

ア パ レ ル メ ー カ ー は 、 自 社 で 商 品 を 企 画 し 、 表 生 地 を

商 社 や 生 地 問 屋 か ら 、 裏 地 や ボ タ ン 等 を 副 資 材 問 屋 か

ら そ れ ぞ れ 仕 入 れ 、自 社 工 場 も し く は 外 注 活 用 に よ り 、

裁 断 － 縫 製 － プ レ ス － 検 品 等 の 工 程 を 経 て 生 産 し た 製

品 を 、 百 貨 店 や 量 販 店 、 専 門 店 等 へ と 販 売 し て き た 。  

 婦 人 服 は 、 フ ァ ッ シ ョ ン 商 品 と し て の 性 格 が 強 く 、

天 候 や 流 行 の 影 響 を 強 く 受 け る た め 、 多 品 種 少 量 生 産

で 、 在 庫 リ ス ク を 伴 い や す い 。 そ の た め こ れ ま で は 、

製 品 流 通 に 多 数 の 企 業 が 介 在 し 、 在 庫 を 分 担 す る こ と

で リ ス ク を 分 散 し て き た 。  

し か し 、近 年 に お け る 市 場 の 多 様 化 や 成 熟 化 の 進 展 、

安 価 な 輸 入 品 に よ る 価 格 低 下 を 背 景 と し て 、 業 界 で は



実 需 や 市 場 ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 企 画 か ら 生 産 ・ 販

売 ま で を 一 貫 し て 行 う S P A（ S p e c i a l i t y  s t o r e  r e t a i l e r  

o f  P r i v a t e  l a b e l  A p p a r e l 、 製 造 小 売 業 ） 等 の 新 た な 事

業 体 制 を 構 築 す る 動 き が 、 大 手 企 業 を 中 心 に 増 加 し て

い る 。 ま た 、 下 請 縫 製 業 者 が 企 画 機 能 保 有 に 取 り 組 む

等 の 動 き も あ り 、 こ れ ま で の 製 造 、 卸 、 小 売 の 業 態 区

分 は あ い ま い に な っ て い る 。  

大 阪 の 特 徴  

 婦 人 服 は 、 タ ー ゲ ッ ト と す る 顧 客 層 か ら ヤ ン グ 、 キ

ャ リ ア 、 ミ セ ス 、 シ ニ ア （ シ ル バ ー ） 等 に 区 分 で き 、

価 格 ・ 品 質 面 で は 低 価 格 品 か ら 高 級 品 ま で を ボ リ ュ ー

ム 、 ボ リ ュ ー ム ベ タ ー 、 ベ タ ー 、 プ レ タ 等 に 区 分 で き

る 。 大 阪 で は 、 婦 人 服 専 門 店 や 百 貨 店 を 対 象 と し た ミ

セ ス も の で 、 ボ リ ュ ー ム ベ タ ー や ベ タ ー 等 を 取 り 扱 う

企 業 が 多 い 。 こ れ ら の 企 業 の 多 く は 高 度 成 長 期 の 婦 人

服 業 界 の 拡 大 と と も に 、 品 質 や 納 期 等 で 海 外 製 品 に 対

す る 優 位 性 を 保 持 し て き た 。 し か し 最 近 で は 、 海 外 製

品 の 品 質 向 上 や 取 引 先 で あ る 専 門 店 や 百 貨 店 の 業 績 低

迷 等 に よ り 、 業 界 規 模 は 年 々 縮 小 し て い る 。  

 平 成 1 9 年 に お け る 大 阪 の 成 人 女 子 ・ 少 女 服 製 造 業

は 、 事 業 所 数 で 1 4 0 、 従 業 者 数 で 1 , 8 1 3 人 、 製 造 品 出

荷 額 等 で 2 6 7 億 円 と な っ て お り 、 ８ 年 に 比 べ 、 規 模 は

３ ～ ４ 割 程 度 に 縮 小 し て い る （ 経 済 産 業 省 『 平 成 1 9

年 工 業 統 計 表（ 産 業 編 ）』従 業 者 ４ 人 以 上 、大 阪 府 統 計

課 『 平 成 1 9 年 大 阪 の 工 業 』 従 業 者 ４ 人 以 上 ）。 品 目 別

で 都 道 府 県 別 シ ェ ア を み る と 、 大 阪 府 は 成 人 女 子 少 女

ブ ラ ウ ス が 数 量 、 金 額 と も に 4 割 程 度 を 占 め 、 全 国 1

位 と 高 い ウ ェ イ ト を 占 め て い る（ 経 済 産 業 省『 平 成 1 8

年 工 業 統 計 表 （ 品 目 編 ）』 従 業 者 ４ 人 以 上 ）。  

売 上 げ は 急 減  



 婦 人 服 業 界 の 全 体 的 な 動 向 は 、 こ こ 数 年 縮 小 基 調 で

は あ っ た が 、 昨 年 前 半 は 比 較 的 安 定 し た 動 き と な っ て

い た 。 し か し 、 2 0 年 1 1 月 頃 か ら 消 費 者 の 買 い 控 え 傾

向 が 急 速 に 強 ま り 、2 1 年 に 入 っ て も 極 め て 厳 し い 状 況

が 続 い て い る 。 ま た こ の 冬 は 暖 冬 で あ っ た と い う 気 候

面 の 要 因 も 重 な り 、 特 に コ ー ト 等 重 衣 料 の 動 き が 悪 か

っ た 。 春 物 も 必 需 品 の 単 品 買 い が 増 加 し て お り 、 一 部

で 春 分 の 日 以 降 に 動 き が 出 だ し た が 、 全 体 と し て 出 足

は 鈍 い 。  

 婦 人 服 の 動 向 を 販 路 別 に み る と 、 百 貨 店 で は 近 年 業

績 不 振 が 続 い て お り 、 最 近 は 高 額 品 を 中 心 に 受 注 の 減

少 幅 が 拡 大 し て い る 。 一 方 で 量 販 店 ・ S C（ シ ョ ッ ピ ン

グ セ ン タ ー ） は 、 一 部 駅 ビ ル 等 で 業 績 が 好 調 な 店 舗 も

あ る が 、 郊 外 型 S C 等 で は 競 争 が 激 化 し て お り 、 新 店

舗 ・ 改 装 効 果 も 限 定 的 と な っ て い る 。  

専 門 店 に お い て は 、 特 定 ブ ラ ン ド に 特 化 せ ず 、 店 舗

の セ ン ス や コ ン セ プ ト で 商 品 の 仕 入 販 売 を 行 っ て い る

セ レ ク ト シ ョ ッ プ 等 は 、 比 較 的 業 績 が 好 調 な 企 業 も あ

る が 、 多 く の 店 舗 で は 競 争 の 激 化 か ら 淘 汰 が 進 ん で い

る 。  

 ま た 近 年 は 、 百 貨 店 や 量 販 店 等 で は 、 Ｐ Ｂ （ プ ラ イ

ベ ー ト ブ ラ ン ド ） 商 品 の 開 発 を 強 化 し て お り 、 そ れ に

対 応 し て 受 注 を 伸 ば す 企 業 も あ っ た 。 た だ し 、 最 近 は

よ り コ ス ト 要 求 が 厳 し く な っ て い る 。  

一 方 で 近 年 、 衣 類 だ け で な く バ ッ グ や ア ク セ サ リ ー

雑 貨 等 関 連 商 品 を 含 め 、 ト ー タ ル フ ァ ッ シ ョ ン と し て

提 案 す る 動 き が で て き て い る 。 ま た 、 大 企 業 だ け で な

く 中 堅 企 業 に お い て も S P A 展 開 を 強 化 す る 企 業 が 増

え て い る 。 そ う し た 企 業 の 中 に は 、 フ ァ ッ シ ョ ン 性 の

高 い 商 品 を 安 価 に 提 供 す る フ ァ ス ト フ ァ ッ シ ョ ン 分 野



に お い て 活 路 を 見 出 し て い る 企 業 等 も み ら れ る  

 ま た 、 近 年 通 信 イ ン フ ラ の 整 備 や イ ン タ ー ネ ッ ト の

普 及 等 か ら 、 Ｗ Ｅ Ｂ 通 販 等 の ダ イ レ ク ト マ ー ケ テ ィ ン

グ が 堅 調 に 推 移 し て い る 。 Ｗ Ｅ Ｂ 通 販 で 自 社 の オ リ ジ

ナ ル 商 品 や オ ー ダ ー 商 品 等 を 取 り 扱 い 、 業 績 を 伸 ば し

て い る 企 業 も み ら れ る 。  

国 内 生 産 は 二 極 化  

 プ レ タ の 高 級 品 分 野 に つ い て は 、 国 内 で の 生 産 が 行

わ れ て い る が 、 技 術 力 の 高 い 業 者 に 受 注 が 集 中 し て い

る 。 そ の よ う な 企 業 は 自 ら 専 門 学 校 を 運 営 す る 等 し て

人 材 育 成 に 取 り 組 み 、 体 制 を 強 化 し て い る 。  

ま た 、 自 ら 商 品 企 画 を 行 い 、 縫 製 業 者 等 を 組 織 し て

生 産 網 を 確 立 す る こ と で 、 国 内 で の 多 品 種 少 量 短 納 期

対 応 に よ り 業 績 を 伸 ば し て い る 企 業 も あ る 。  

一 方 で 、 比 較 的 規 模 の 小 さ い 縫 製 業 者 等 で は 安 定 的

な 受 注 量 の 確 保 が 難 し く 、 廃 業 の 動 き も み ら れ る 。  

収 益 、 資 金 繰 り は 厳 し い  

 2 0 年 1 0 月 頃 ま で は 、 業 績 が 比 較 的 堅 調 で あ っ た 企

業 も 、そ れ 以 後 は 急 激 に 受 注 が 減 少 し て い る 。さ ら に 、

受 注 構 成 も 利 幅 の 少 な い 中 低 価 格 商 品 に ウ ェ イ ト を 移

し て い る た め 、 原 材 料 価 格 も 低 下 し て い る も の の 、 収

益 の 厳 し い 企 業 が 増 え て い る 。  

 そ の た め 、資 金 調 達 に 苦 慮 す る 企 業 も で て き て お り 、

業 界 で も 与 信 面 の 問 題 か ら 新 た な 取 引 先 と の 取 引 に 対

し て 慎 重 な 姿 勢 を と る 動 き も 出 て き て い る 。  

雇 用 環 境 は 悪 化  

 最 近 の 市 場 環 境 が 厳 し く 、 ま た 業 務 の 合 理 化 へ の 取

り 組 み も 進 ん で い る こ と か ら 、 雇 用 の 過 剰 感 が 高 ま っ

て い る 。 た だ し 、 業 界 組 合 の 実 施 し て い る 新 入 社 員 研

修 へ の 応 募 状 況 は 、 前 年 比 で １ ～ ２ 割 減 程 度 で 、 今 期



予 定 し て い た 採 用 計 画 を 縮 小 す る こ と は あ っ て も 、 完

全 に 取 り や め る ま で の 動 き に は な っ て い な い の で は 、

と の 意 見 も あ っ た 。  

輸 入 は 中 国 を 中 心 に 増 加  

 婦 人 服 の 輸 入 高 を ス ー ツ や ス カ ー ト 、 ブ ラ ウ ス 等 の

動 向 か ら み る と 、 1 3 年 以 降 は 一 貫 し て 増 加 し て お り 、

1 9 年 で は 過 去 最 高 と な っ て い る 。最 大 輸 入 国 で あ る 中

国 の シ ェ ア も 年 々 増 加 し て お り 、 1 9 年 で は 、 8 5 . 9 ％ に

達 し て い る（ 日 本 関 税 協 会『 日 本 貿 易 月 報 』）。た だ し 、

2 0 年 秋 以 降 の 世 界 不 況 の 影 響 も あ り 、現 状 は 輸 入 の 増

加 に も 頭 打 ち 感 が で て き て い る 。  

 ま た 近 年 、「 中 国 ＋ １ 」 と し て 、 ベ ト ナ ム や タ イ 、 イ

ン ド ネ シ ア 、 マ レ ー シ ア 、 イ ン ド 等 の 取 引 先 開 拓 が 話

題 と な っ て い る が 、 現 状 で も 中 国 が 中 心 的 な 取 引 先 で

あ る こ と は 変 わ っ て い な い 。 ま た 、 海 外 企 業 と の 取 引

に つ い て は 従 来 か ら 商 社 と 提 携 す る こ と が 多 い が 、 最

近 、 中 国 等 で は 技 術 力 や 対 応 力 が 高 ま っ て い る こ と か

ら 、 一 部 企 業 で は 現 地 企 業 と 直 接 取 引 を 行 う こ と で 、

短 納 期 対 応 や 低 コ ス ト 追 求 を 目 指 す 動 き も み ら れ る 。  

海 外 市 場 進 出 へ の 注 目 が 高 ま る  

 従 来 か ら ア パ レ ル 産 業 で は 中 国 市 場 へ の 進 出 を 目 指

す 動 き が あ り 、多 店 舗 展 開 を 行 っ て い る 企 業 も あ る が 、

一 方 で 撤 退 の 動 き も 多 く 、 必 ず し も 業 界 と し て 定 着 し

て い る と は い え な い 。  

た だ し 、 最 近 、 中 国 の 富 裕 層 を 中 心 と す る 市 場 規 模

が 拡 大 し て き て お り 、 ま た 高 品 質 と い う 日 本 製 品 の ブ

ラ ン ド も 注 目 さ れ て き て い る こ と か ら 、 大 企 業 だ け で

な く 中 小 企 業 等 で も 改 め て 中 国 進 出 を 検 討 す る 企 業 も

増 え て い る 。 ま た 、 業 界 企 業 が 共 同 で ヨ ー ロ ッ パ へ の

販 路 開 拓 に 取 り 組 む 等 の 動 き も あ り 、 海 外 市 場 へ の 注



目 は 高 ま っ て い る 。  

今 後 の 見 通 し  

 現 状 で は 、 消 費 者 の 低 価 格 志 向 や 買 い 控 え 傾 向 が 強

ま っ て お り 、 こ の 厳 し い 市 場 環 境 が 好 転 す る 動 き が み

え な い こ と か ら 、 需 要 回 復 へ の 見 通 し は 立 ち に く い と

の 話 が あ る 一 方 で 、 今 が 景 気 の 底 で 、 急 回 復 は 見 込 め

な い が 、 こ れ 以 上 の 低 下 も 無 い の で は 、 と の 声 も 聞 か

れ た 。  

 一 方 で 、 新 業 態 開 発 や 海 外 進 出 、 Ｗ Ｅ Ｂ の 活 用 等 、

リ ス ク を 負 っ て 投 資 し て い る 企 業 の 中 に は 業 績 を 伸 ば

し て い る 企 業 も あ り 、 消 費 者 の 動 向 に 対 応 し て 、 新 た

な 取 組 に 挑 戦 す る こ と が 必 要 と の 意 見 も 聞 か れ た 。  

                  （ 小 野  顕 弘 ） 

事業所数
（箇所）

従業者数
（人）

製造品出荷額等
（百万円）

平成８年 527（5.9） 5,701（3.9） 68,327（8.1）
13年 305（5.7） 3,188（3.8） 34,399（7.5）
18年 153（4.9） 1,742（3.5） 21,921（7.9）
19年 140（4.6） 1,813（3.8） 26,711（9.5）

資料：経済産業省『工業統計表（産業編）』、大阪府統計課『大阪の工業』各年版。

（注）従業員４人以上の事業所。（　）内は対全国シェアの％。

大阪の成人女子・少女服製造業の推移

 

数量
（％）

金額
（％）

都道府県
別順位

成人女子・少女用ワンピース・スーツ上衣 20.6 24.9 １位
成人女子・少女用スカート・スラックス 4.0 5.4 ４位
成人女子・少女用ブラウス 39.2 40.4 １位
成人女子・少女用オーバー・レインコート 2.0 3.8 ７位
資料：経済産業省『工業統計表（品目編）』

（注）１　従業者４人以上の事業所。

　　　２　成人女子・少女用ワンピース・スーツ上衣には、ブレザー、ジャンパー等を含む。

品目別出荷数量・金額に占める大阪のシェア（平成19年）

 



金額
（百万円）

うち中国
（百万円）

中国のシェア
（％）

平成７年 93,670 41,353 44.1
10年 121,098 63,042 52.1
13年 100,475 64,602 64.3
16年 122,988 97,440 79.2
19年 235,311 202,208 85.9

資料：日本関税協会『日本貿易月表』各年度

（注）対象品目は「61.04　女子スーツ・スカート・ズボン」、

　　　　　　　　「61.06　女子ブラウス・シャツ」

婦人服の輸入高の推移

 



大阪の成人女子・少女服製造業の推移
事業所数
（箇所）

従業者数
（人）

製造品出荷額等
（百万円）

平成８年 527（5.9） 5,701（3.9） 68,327（8.1）
13年 305（5.7） 3,188（3.8） 34,399（7.5）
18年 153（4.9） 1,742（3.5） 21,921（7.9）
19年 140（4.6） 1,813（3.8） 26,711（9.5）

資料：経済産業省『工業統計表（産業編）』、大阪府統計課『大阪の工業』各年版。

（注）従業員４人以上の事業所。（　）内は対全国シェアの％。



品目別出荷数量・金額に占める大阪のシェア（平成19年）
数量
（％）

金額
（％）

都道府県
別順位

成人女子・少女用ワンピース・スーツ上衣 20.6 24.9 １位
成人女子・少女用スカート・スラックス 4.0 5.4 ４位
成人女子・少女用ブラウス 39.2 40.4 １位
成人女子・少女用オーバー・レインコート 2.0 3.8 ７位
資料：経済産業省『工業統計表（品目編）』

（注）１　従業者４人以上の事業所。

　　　２　成人女子・少女用ワンピース・スーツ上衣には、ブレザー、ジャンパー等を含む。



婦人服の輸入高の推移
金額

（百万円）
うち中国

（百万円）
中国のシェア

（％）
平成７年 93,670 41,353 44.1

10年 121,098 63,042 52.1
13年 100,475 64,602 64.3
16年 122,988 97,440 79.2
19年 235,311 202,208 85.9

資料：日本関税協会『日本貿易月表』各年度

（注）対象品目は「61.04　女子スーツ・スカート・ズボン」、

　　　　　　　　「61.06　女子ブラウス・シャツ」



ヒアリング調査一覧表                                  

    業 種  

項 目 
 

婦人服製造業 

事業所数、  

生産（販売）額 

（対全国比） 
 

事業所数 140（対全国比 4.6％） 
製造品出荷額等 267 億円（対全国比 9.5％） 
大阪府統計課『平成 19 年大阪の工業』従業者 4 人以上分 

生産・受注動向、

増減要因 
ここ数年、対前年比マイナスが続いていたが、平成 20 年 11 月頃から

消費者の買い控えなどから急激に受注が落ち込んでいる企業が多い。

また、この冬は暖冬で、防寒衣料などが不調となった。春物も出足は

鈍く、目立ったファッショントレンドやヒット商品などもない。 

 
収益 

受注の急激な落ち込みで、採算面は厳しくなっている企業が多い。商

品構成でも、中低価格品のウエイトが高まっており、利益の確保に苦

慮している企業が多い。縫製業者などでは、受注の急減を受け、廃業

する企業もある。 

設備投資 

市場環境が悪化していることもあり、積極的に設備投資を行っている

との話は聞かれなかった。ただし、ＳＰＡ業態の企業の新規出店の動

きはあり、IT 投資など業務効率化に向けた投資を行う企業もあった。

雇用動向 
 

受注量の減少、低価格志向への対応で、社内の合理化を進める企業も

あり、人材の過剰感をもつ企業が増えている。ただし、平成 21 年の

新規採用は多少数を減らしても実施している企業はある。ただし、来

年度はさらに厳しくなるとの話があった。 

為 替 相 場 の 影

響、貿易動向(輸
入品の影響等) 

中国中心に輸入は増加傾向が続いていたが、最近頭打ち傾向がみられ

る。ただし、低価格対応のため、現地企業と直接取引を行うなどの動

きがみられる。ベトナムやインドネシアなどのアジア諸国からの輸入

は、規模は大きくないが、増加傾向となっている。 

ト ピ ッ ク 、 

特記事項 
 

大手から中堅企業においても、ＳＰＡへ取り組む企業が増加しており、

ファストファッション分野への進出やオーダー事業などで活路を見出

す企業がある。また、ＷＥＢなどを活用した通販事業は着実に伸びて

おり、新たな販路として確立されつつある。縫製業者では企画提案力

の強化に取り組む動きがある。 

今後の見通し 

世界的な不況の影響で、消費者の買い控えや低価格志向が強まってお

り、当面は厳しい状況が続く見込み。ここ 1 年間は、景況の好転への

きっかけとなるようなものが想定しにくく、業界の投資意欲も低い状

況にある。 
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